
（別紙３）

～ R7年　3月　22日

（対象者数） 19 （回答者数） 14

～ R7年　3月　22日

（対象者数） 7 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
事業所内だけではなく姉妹店の児童とも関わりができる活動
を実施しております。（合同運動会など）

2
施設内での活動を子どもたちが選べる環境を作ることによっ
て楽しく通所できるようにしていきます。

3
子どもが主体的に動けるようなプログラムも考えていきたい
です。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
保護者交流会等を実施し、保護者同士の関わりや相談できる
環境の提供をしていく。

2 地域のこども達との交流ができる場を設けたい。

3 各学校と連携し、下校時刻表や予定表がもらえないか相談

幅広い年齢層との関わり。
年齢の異なる子と過ごすことで、真似をしたりしながら習得し
たり、関わり方を学んだりできるように関わりを大切にしてい

る。

子どもたちが楽しみを感じながら通所できる環境づくり
職員全員が子どもたちと関われるよう担当職員をつけていませ
ん。すべての児童に関わることができるように取り組んでいま

す。

支援体制
脳トレやビジョントレーニングを個々にあった内容で実施して

います。

下校時刻等把握の課題 保護者からの連絡のみでの下校時間の把握が難しい学校がある

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

保護者同士の関わりや家族も参加できる機会を作っていきた
い。

保護者同士で顔を合わせる機会が少ないこと。

地域の子ども達や放課後等児童クラブ等との交流 地域のこども達との交流する機会がないこと

R7年　3月　3日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 R7年　3月　22日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 児童デイサービスはっぴーふれんど

○保護者評価実施期間 R7年　3月　3日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


